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《データ ~rt別現状報告》
















4 011三jifjにDD に住んでいた人を~iU皮人 r11：のデータから推定．彼等がどこに
{I：んでいたかをインタビュー．ほぽ判明jした. l 9 4 >'f！の戸数は 10 4戸で
あった．
(5）民家経営 む1街
l 9 8 l '-tニは sectoranalysis だけであった. l 9 8 3年l土、農家単位の分
析との阿）jに使えるようなデータをl収集した．付録参！！日のこと．
(6）生活U!jIl! ~J'J :/f. u:l .lJi 
NS B水I.HI灯拘・耕作良家5,j¥fの家族民の行動調子f..1983.7.lOから
1984.3.1 0ぐらいまでのデータがとれるー予定．







ハ.:l"作 ; NS Bに二｝．地をもっDD伎民20数軒の農業廃.Dai Jy Survey 
の4軒については、スアンと問じようなデータがある．




































(16）栄投と衛生 ’ ， 木村、濯川
8 3 {f調従；食事調ft（定畳化の試み）．水質調査
8 4年調査； l1 Jlt 0日頃から約1ヶ月．ビタミンBl欠乏（かっけ）を中
心とした医学調査．水質調査でi也の水の水質がー寄良いことが分ったので村人
に飲む・ょうすすめてみたい．
















〔3) 「農業の cross-sectiona l分析」









(6) 「i'Haa Naa Di U を7者態とする？ j 福井
D D研究の全体を貫く主題として、ラーォ人とは、定着農業を生業としながら
も、たえず移動を続ける民族であること、その性向が今世紀初頭以来の人口爆発に




1 . 料品Jf貸総括に 26 5万円申請．
2 . そのための報告書の繊切は、 1 9 8 5年3PJ. 
3 . 夏の合宿i土中I.I:.かわって、より実質的な集中会議を9月初旬に京都で．
•1 . 原則として全員集会を月例とする.• 4月からの毎月第3金隈日の午後とする．











の内に進んだが、そのJil由l土‘ SoKo 1 縫保のためであった．つまり、 「検地Jが
iJHUIを一気に進めたことになるそうです．
（？，品：Jj:)
一三6-
